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今週のキーワード

量子実用化加速
国家戦略と産業応用が具体化

20
件

記事数

8
カ国

対象国

5000万
ドル

PQC投資

100万
量子ビット

量産目標

今週の全20記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
量子が医薬品開発を革
新

解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

量子コンピューティングが分子シミュレーション精度
を向上させ、医薬品開発期間とコストを大幅削減する
可能性。個別化医療にも貢献。

#02
FTQCハードウェア競
争

技術比較
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

超伝導、イオントラップなど6つの量子ハードウェア
アーキテクチャがFTQC実現に向け競争中。単一技術
の支配は未確立。

#03 米政府の量子戦略 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

米政府が2028年までに科学研究用量子コンピュータ
ー導入を目標。耐量子暗号への移行を推進し、量子脅
威に対応。

#04
量子で医薬品開発低コ
スト化

解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

大規模量子コンピューターが分子シミュレーションで
医薬品開発のボトルネックを解消、早期開発コストを
削減。

#05
Diraq/imec、8量子ビ
ット

学術論文
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○

Diraqとimecが300mm CMOSで8量子ビットシリコ
ンスピンアレイ製造に成功。量子チップの量産化に道
。

#06
IonQ、クラウド量子強
化

製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
IonQがクラウド量子プラットフォームに新APIとセキ
ュリティ機能を実装し、企業向け商用利用を加速。

#07
QubitFlow、2000万ド
ル調達

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

QubitFlowが2000万ドル調達し、金融・物流向け量子
アルゴリズム開発を加速。ポートフォリオ最適化等に
貢献。

#08 Pasqal、自動車と提携 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

Pasqalがドイツ自動車メーカーと提携。量子最適化で
サプライチェーンと材料科学を革新、PoCから実用化
へ。

#09
QuSecure、PQC移行
サービス

製品紹介
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

QuSecureが欧州で耐量子暗号（PQC）移行サービス
を開始。政府機関や大手企業のサイバーセキュリティ
を強化。

#10
米国防総省、PQCに50
00万ドル

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

米国防総省がPQC研究開発に5000万ドル投資。将来
の量子脅威から国家機密を保護し、PQC標準導入を加
速。

#11
CryoQuantum、冷却
技術投資

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

CryoQuantumが大手産業ガス企業から投資を獲得。
高性能量子プロセッサ向け冷却ソリューション開発を
加速。

#12
富士通、量子最適化で
金融

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

富士通の量子インスパイアード最適化技術が金融分野
でポートフォリオ最適化・リスク管理に成功。既存計
算を凌駕。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13
独、量子プロセッサCD
MO模索

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

ドイツの量子研究機関が次世代量子プロセッサ量産化
に向けCDMOパートナーシップを模索。製造能力拡大
へ。

#14 量子分野、記録的投資 市場概観
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

2026年第2四半期、量子コンピューティング分野への
投資が過去最高を記録。スタートアップへの資金調達
が活発化。

#15
量子インターネット投
資

企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Entanglement Networksが800万ドル調達。量子リ
ピーター技術とセキュアな量子通信ネットワーク開発
を加速。

#16
日本、量子ビット時間
延長

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

日本の国立研究機関が超伝導量子ビットのコヒーレン
ス時間大幅延長に成功。次世代量子プロセッサ開発を
加速。

#17
量子センサー、製造ラ
インへ

新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

Quantoniqueが大手製造業と提携。高精度量子センサ
ーを製造ラインに導入し、リアルタイム欠陥検出・プ
ロセス最適化。

#18 量子AI創薬に革命 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

量子AIが創薬に革命。新分子構造設計と薬剤スクリー
ニングで従来比高い効率と精度を達成したとNature
Communicationsで発表。

#19
オランダ、量子エコシ
ステム

企業戦略
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

オランダ政府が量子技術エコシステム強化に向けた新
たな投資計画を発表。スタートアップ支援と国際連携
を促進。

#20
NIST、PQCコンソーシ
アム

企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

米NISTがPQC標準化・実装加速のため業界コンソー
シアム設立。官民学連携でサイバーセキュリティを強
化。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 量子コンピューターの「実用化」は、あなたの想定より早いか？
米政府が2028年までに科学研究用量子コンピューター導入を目標とし、Diraqは2031年までに100万量子ビットの量産ロ
ードマップを提示。国家戦略とCMOS互換製造技術の進展は、実用化のタイムラインを前倒しする可能性を示唆している
。

❷ 自社の情報資産は「量子脅威」から守られているか？
米政府・国防総省が耐量子暗号（PQC）への大規模投資と標準化を加速。NISTは業界コンソーシアムを設立し、PQC移行
サービスも欧州で展開開始。既存の公開鍵暗号システムが数年以内に陳腐化するリスクは現実的だ。

❸ 量子技術は、自社の製品・プロセス設計を根本から変えるか？
富士通が金融分野で量子インスパイアード最適化技術で既存計算を凌駕。量子AIは創薬で新分子設計・スクリーニング効
率を大幅向上。量子センサーは製造ラインのリアルタイム欠陥検出に導入。これらは既存の設計やプロセスに破壊的影響
を与える可能性を秘めている。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

量子チップ量産 日本量子ビット

PQC移行量子AI創薬

量子最適化

HWアーキ競争

量子センサー

量子ネット

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 量子チップ量産 機会大 CMOSで量子チップ量産 海外技術に依存加速

● 日本量子ビット 機会大 日本発技術で優位 研究成果の商業化遅れ

● PQC移行 注意 PQC関連ビジネス 暗号システム陳腐化

● 量子AI創薬 注意 新薬開発を加速 創薬競争の激化

● 量子最適化 機会大 既存技術で最適化 —

● HWアーキ競争 注意 部品・材料供給 技術標準の不確実性

● 量子センサー 機会大 製造業の効率化 —
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● 量子ネット 参考 将来の通信基盤 —
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深掘り ① ― CMOS互換量子チップ製造、量産化へ
#05 | 2026/07/09 | Quantum Computing Report | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

Diraqとimecが300mm商用CMOSファウンドリで8量子ビットシリコンスピンアレイの製造に成功。Nature Commun
icationsに掲載されたこの成果は、高均一性の量子ドット構造が大量生産可能であることを示し、Diraqの2031年まで
に100万量子ビット提供というロードマップの基盤を確立した。

この技術は、既存の半導体製造プロセスを活用することで、量子チップを既存エコシステムに統合し、コスト効率の高
い大規模生産を実現する。シリコンスピン量子ビットがCMOSプロセスと高い親和性を持つことを示し、超伝導やイオ
ントラップと比較して量産における優位性を提供する。

▶ 技術者の視点

Diraqとimecの成果は、量子コンピューターの「量産化」という最大の課題に対し、具体的な道筋を示
した点で極めて重要です。300mm CMOSファウンドリでの製造実証は、既存の半導体サプライチェー
ンを量子チップ製造に活用できる可能性を意味します。提示された8量子ビットはまだ小規模ですが、
高均一性の確保は大規模化への重要なステップです。2031年までに100万量子ビットという目標は野心
的ですが、CMOS互換性があれば実現性は高まります。 【機会】日本の半導体材料・製造装置メーカー
は、この新しい市場への参入機会を探るべきです。特に、シリコンプロセス技術や微細加工技術を持つ
企業は、量子チップ製造のサプライヤーとなる可能性があります。【脅威】一方で、海外勢が既存の半
導体製造インフラを量子チップに転用する動きが加速すれば、日本がこの分野で後れを取るリスクも高
まります。 【次のアクション】日本の半導体関連企業は、Diraqやimecのような量子ハードウェア開発
企業との連携を模索し、量子チップ製造における自社の強みを活かせる領域を特定すべきです。R&D;部
門は、量子ビットの特性に合わせた材料やプロセス技術の最適化研究を加速する必要があります。

深掘り ② ― 日本発、超伝導量子ビットの安定性向上
#16 | 2026/07/07 | 日本経済新聞 | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

日本の国立研究機関が、超伝導量子ビットのコヒーレンス時間（量子情報が保持される時間）を大幅に延長する新技術
の開発に成功し、関連特許を出願した。このブレークスルーは、量子コンピューターの安定性と計算能力を根本的に向
上させる決定的な一歩となる。

新技術は、特定のノイズ抑制メカニズムや量子ビット設計の改良を通じて、コヒーレンス時間を大幅に延長。これによ
り、より多くの量子ゲート操作をエラーなく実行できる時間が確保され、複雑な量子アルゴリズムの実装や大規模量子
コンピューターの設計が可能になる。
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▶ 技術者の視点

超伝導量子ビットのコヒーレンス時間延長は、フォールトトレラント量子コンピューター実現に向けた
最も重要な課題の一つであり、今回の日本発の成果は学術的ブレークスルーとして高く評価できます。
具体的な延長時間やそのメカニズムの詳細は不明ですが、特許出願されていることから、独自性の高い
技術であると推測されます。実用化距離はまだ応用研究段階ですが、この基盤技術の進展は将来の量子
コンピューター性能を大きく左右します。 【機会】日本が超伝導量子ビット研究で世界をリードする立
場を強化し、国際的な技術提携やライセンス供与を通じて、日本の技術がグローバルな量子エコシステ
ムの発展に貢献する可能性が高まります。日本の材料メーカーは、ノイズ抑制に寄与する新素材開発で
貢献できるでしょう。【脅威】この技術が他国に先行して実用化された場合、日本のハードウェア開発
が競争力を失うリスクも存在します。 【次のアクション】R&D;部門は、この特許技術の詳細を分析し
、自社の量子ハードウェア開発ロードマップへの組み込みを検討すべきです。材料メーカーは、コヒー
レンス時間延長に貢献する極低温環境下での安定性に優れた新材料開発に注力すべきです。
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深掘り ③ ― 富士通、量子インスパイアードで金融革新
#12 | 2026/07/08 | 富士通 | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●●

富士通は、量子インスパイアード最適化技術が金融業界でポートフォリオ最適化やリスク管理において、従来のスーパ
ーコンピューターを凌駕する効率性と性能を発揮したと発表した。複数の成功事例を確立し、金融分野での商用展開を
強化する方針。

同社のデジタルアニーラは、量子コンピューティングの原理に着想を得て、既存の高性能デジタルコンピューター上で
動作する。膨大な金融データから最適な投資ポートフォリオを生成し、市場変動リスクを最小限に抑える計算を高速・
高精度で実行可能にする。

▶ 技術者の視点

富士通の量子インスパイアード技術による金融分野での成功事例は、汎用量子コンピューターが未成熟
な現状において、既存技術の延長線上で量子的な恩恵を享受できる現実的なアプローチとして注目され
ます。具体的な数値データが示されており、その優位性は信頼性が高いと評価できます。実用化距離も
「製品発表済み」と判断でき、市場へのインパクトは既に現れています。 【機会】日本の金融機関は、
この技術を導入することで、ポートフォリオ最適化やリスク管理の精度と速度を向上させ、競争優位性
を確立できます。また、富士通は、このノウハウを物流、製造、創薬といった他の産業分野へも展開す
る機会があります。【脅威】この技術を導入しない企業は、データ処理能力や意思決定速度で他社に遅
れを取る可能性があります。 【次のアクション】金融業界の経営企画・IT部門は、富士通の技術導入に
よる具体的なROIを評価し、パイロット導入を検討すべきです。R&D;部門は、自社の最適化課題に対し
、量子インスパイアード技術の適用可能性を調査し、既存アルゴリズムとの比較検証を行うべきです。

その他の注目記事
NIST、PQC標準化コンソーシアム (NIST)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●

米NISTがPQC標準化・実装加速のため業界コンソーシアムを設立。官民学連携でサイバーセキュリティを強化し、日本
のPQC移行にも影響大。

米政府の量子技術加速戦略 (Fast Company)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●

米政府が2028年までに科学研究用量子コンピューター導入を目標。耐量子暗号への移行を推進し、量子脅威に対応す
る国家戦略を加速。

量子AI創薬に革命 (Nature Communications)
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

量子AIが創薬に革命。新分子構造設計と薬剤スクリーニングで従来比高い効率と精度を達成したとNature
Communicationsで発表。

FTQCへ向けた6つのハードウェア競争 (Computing)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●

超伝導、イオントラップなど6つの量子ハードウェアアーキテクチャがフォールトトレラント量子コンピューティング
実現に向け競争中。

CryoQuantum、冷却技術投資 (VentureBeat)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

CryoQuantumが大手産業ガス企業から戦略的投資を獲得。高性能量子プロセッサ向け冷却ソリューション開発を加速
。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【経営企画】米政府の量子技術加速戦略（#03）とPQC標準化動向（#20）を精査し、自社の量子技術ロード
マップとサイバーセキュリティ戦略への影響を評価。

• 【調達/R&D;】DiraqとimecのCMOS量子ビット量産化（#05）について、半導体製造サプライチェーンへの影
響を調査。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】日本の超伝導量子ビットコヒーレンス時間延長（#16）の技術詳細を深掘りし、自社の量子ハードウ
ェア開発戦略への応用可能性を検討。

• 【情報システム/セキュリティ】耐量子暗号（PQC）への移行計画策定に着手。NISTの標準化動向（#20）とQ
uSecureのサービス（#09）を参考に、既存システムへの影響を評価。

• 【新製品企画/R&D;】量子AI創薬（#18）や量子センサーの製造ライン導入（#17）など、量子技術の産業応
用事例を調査し、自社事業への適用可能性を検討。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/経営企画】量子コンピューティングの多様なハードウェアアーキテクチャ（#02）の動向を継続的に
監視し、将来的な技術選定リスクと機会を評価。

• 【R&D;/材料開発】量子冷却技術（#11）や量子プロセッサ製造（#13）など、量子エコシステムを支える周
辺技術のサプライチェーン強化に向けた戦略的パートナーシップを検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-11
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#01 量子コンピューティングが医薬品開発を革新、複雑な
分子シミュレーションを加速

概要

量子コンピューティングは、複雑なタンパク質や分子相互作用のシミュレーション精
度を向上させ、医薬品開発に革命をもたらす可能性を秘めています。量子強化アルゴ
リズムは、広範な化学ライブラリを迅速に探索し、薬剤効果を予測することで、開発

期間とコストを大幅に削減します。この技術は、新薬開発の迅速化、個別化医療の進
展、そしてこれまで治療困難だった疾患に対する新たな治療法の提供に繋がるでしょ
う。

公開日 2026年07月06日  MedBound Hub  不明



詳細

主要成果

量子コンピューティングは、医薬品開発のプロセスを劇的に変革する可能性を秘めてお
り、特に複雑な分子相互作用のシミュレーションにおいて、その精度と速度が従来のコ
ンピューティング手法を凌駕すると期待されています。この技術により、新薬候補の特
定と最適化が加速され、前臨床段階における開発期間とコストが大幅に削減される見込
みです。

技術・臨床詳細

量子コンピューターは、量子ビットの重ね合わせやエンタングルメントといった特性を
利用して、古典的なコンピューターでは不可能だった膨大な計算を処理します。これに
より、生体分子の複雑な構造や相互作用、薬剤と標的タンパク質の結合メカニズムなど
をこれまで以上に正確にシミュレートすることが可能になります。例えば、量子化学計
算は、分子のエネルギー状態や反応経路を高精度で予測し、その結果として、毒性の予
測や薬効の最適化に貢献します。さらに、量子機械学習アルゴリズムは、膨大な化学ラ
イブラリから有望な化合物を効率的にスクリーニングし、リード化合物の発見を加速し
ます。

背景・業界文脈

現在の医薬品開発は、時間とコストが膨大にかかるプロセスであり、多くの薬剤候補が
後期段階で失敗します。この非効率性は、特に複雑な疾患に対する新薬開発の大きな障
壁となっていました。量子コンピューティングは、この課題を根本的に解決する技術と
して注目されており、大手製薬企業やバイオテック企業が研究開発に投資を開始してい
ます。特に、個別化医療の進展や、稀少疾患、がん、神経変性疾患などのアンメットメ
ディカルニーズが高い領域での応用が期待されています。



今後の展望

量子コンピューティングが医薬品開発に本格的に導入されれば、研究開発サイクルが大
幅に短縮され、より安全で効果的な薬剤がより早く患者に届けられるようになります。
これにより、医療費の削減や公衆衛生の改善にも寄与する可能性があります。将来的に
は、より高度な量子コンピューターの登場により、これまで未治療であった疾患に対す
る治療法の発見や、個々の患者の遺伝子情報に基づいた超個別化医療の実現も視野に入
ってきます。

元記事: https://www.medboundhub.com/t/quantum-computing-in-drug-discovery/20892

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.medboundhub.com/t/quantum-computing-in-drug-discovery/20892


#02 フォールトトレラント量子コンピューティングへ向け
た6つの主要ハードウェアアーキテクチャが競争中

概要

スケーラブルなフォールトトレラント量子コンピューティング（FTQC）実現に向け、
超伝導、イオントラップ、中性原子、シリコンスピン量子ビットといった複数のハー
ドウェアアプローチが並行して追求されています。古典コンピューティングとは異な

り、単一の支配的な量子アーキテクチャはまだ確立されておらず、各アプローチが速
度、忠実度、接続性、スケーラビリティ、製造可能性において独自の強みを持ってい
ます。この多様な研究開発期間は長期にわたることが予想され、どの技術が最終的に

主流になるかはまだ不透明です。

公開日 2026年07月09日  Computing  イギリス



詳細

主要成果

スケーラブルなフォールトトレラント量子コンピューティング（FTQC）を実現するた
め、現在、超伝導、イオントラップ、中性原子、シリコンスピン量子ビットなど、6つ
の異なる主要ハードウェアアプローチが激しく競合しています。古典的なコンピューテ
ィングとは異なり、量子コンピューティングではまだ単一の支配的なアーキテクチャが
登場しておらず、それぞれの「量子部族」が独自のアプローチと技術的優位性を追求し
ています。

技術・臨床詳細

各量子ビットタイプは、フォールトトレランスとスケーラビリティの実現に向けた独自
の技術的課題と機会を提示しています。

超伝導量子ビット: 高速なゲート操作とスケーラビリティのポテンシャルを持つが、
極低温環境と高いエラーレートが課題。

イオントラップ量子ビット: 高いゲート忠実度と長いコヒーレンス時間を持つが、大
規模化における接続性と制御の複雑さが課題。

中性原子量子ビット: 高いスケーラビリティと比較的長いコヒーレンス時間を提供
し、柔軟な配置が可能だが、ゲート操作の速度と効率が研究段階。

シリコンスピン量子ビット: 既存の半導体製造技術との互換性が高く、高い集積密度
が期待されるが、量子ビットの単体制御と読み出しが課題。

これらの技術は、それぞれ速度、忠実度（エラーの少なさ）、量子ビット間の接続性、
システムのスケーラビリティ、製造の容易さといった異なる側面で強みを持っていま
す。フォールトトレランスを実現するためには、量子エラー訂正が不可欠ですが、その
ためには数百万の物理量子ビットが必要になるとも言われており、これらのアプローチ
がその要件をいかに満たすかが鍵となります。



背景・業界文脈

量子コンピューティングは、医薬品開発、材料科学、金融モデリングなど、様々な分野
で古典コンピューターでは解けない問題を解決する可能性を秘めています。しかし、そ
の実用化には「ノイズ」の問題、すなわち量子ビットのコヒーレンス時間の短さや操作
エラー率の高さが大きな障壁となっています。このため、エラーを訂正しながら計算を
行うフォールトトレラント量子コンピューティングの実現が究極の目標とされていま
す。現在、政府機関、大学、スタートアップ企業、大手テクノロジー企業が、それぞれ
異なるハードウェアプラットフォームに多額の投資を行い、技術開発競争を繰り広げて
います。

今後の展望

単一の技術が市場を独占するまでには、まだ長い期間の多様な研究開発が続くと予想さ
れます。各アプローチの進化と、量子エラー訂正技術の進歩が、フォールトトレラント
量子コンピューターの実用化を左右するでしょう。将来的には、ハイブリッド型のアプ
ローチや、異なる量子ビット技術の統合も検討される可能性があります。この競争は、
量子コンピューティングの未来を形作る上で不可欠な段階であり、技術の多様性がイノ
ベーションを促進しています。

元記事: https://www.computing.co.uk/feature/2026/meet-the-quantum-tribes-six-competing-visions-of-

fault-tolerant-computing

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.computing.co.uk/feature/2026/meet-the-quantum-tribes-six-competing-visions-of-fault-tolerant-computing
https://www.computing.co.uk/feature/2026/meet-the-quantum-tribes-six-competing-visions-of-fault-tolerant-computing


#03 米政府の量子技術加速戦略：2028年までに実用量子
コンピューター導入、暗号解読の脅威に対応

概要

量子コンピューティングは、化学や医薬品開発などの重要な分野で古典コンピュータ
ーを凌駕し、実用的な応用へのブレークスルーに近づいています。この進展は、量子
ビットのスケーリングとフォールトトレラントシステム実現のための量子エラー訂正

の重要性を浮き彫りにしています。米国政府は、2028年までに科学研究用量子コンピ
ューターを導入し、将来的な量子コンピューターによる暗号解読の脅威に備えるため
の大統領令を発令し、量子イノベーションを加速する姿勢を示しています。

公開日 2026年07月02日  Fast Company  アメリカ



詳細

主要成果

量子コンピューティングは、化学や医薬品開発といった商業的に価値のある分野におい
て、実験室段階を超えて古典コンピューターに対する優位性を示す段階に近づいてお
り、実用的な応用への大きなブレークスルーが目前に迫っています。特に、米国政府は
2028年までに科学研究向けに量子コンピューターを配備し、将来の量子対応型暗号攻撃
に備えるための大統領令を発令するなど、量子イノベーションの加速に積極的に取り組
んでいます。

技術・臨床詳細

量子コンピューターの実用化における最大の課題は、量子ビットのスケーリングと、エ
ラー発生を抑制するための量子エラー訂正の確立です。現在のノイズの多い中間規模量
子（NISQ）デバイスは特定のタスクで有用性を示していますが、真に有用な「量子優
位性」を達成し、複雑な問題を解くためには、多数の安定した量子ビットと堅牢なエラ
ー訂正システムが不可欠です。米国政府の大統領令は、量子技術開発の加速と、量子コ
ンピューターが現在の暗号システムを破る可能性に備えるための国家戦略の一環です。
これには、耐量子暗号（PQC）への移行の推進や、連邦機関における量子技術の導入に
向けたロードマップ作成などが含まれます。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、創薬、材料科学、金融モデリング、人工知能など、多岐に
わたる産業分野で破壊的な影響をもたらす可能性を秘めています。しかし、その技術的
複雑性ゆえに、研究開発は非常に挑戦的です。世界各国が量子技術のリーダーシップを
争う中、米国政府は国家安全保障と経済的優位性を確保するため、大規模な投資と政策
支援を強化しています。特に、国家標準技術研究所（NIST）による耐量子暗号アルゴリ
ズムの標準化は、サイバーセキュリティの未来を形作る上で重要なステップとなってい
ます。



今後の展望

2028年までに実用的な量子コンピューターが科学研究に導入される目標は、量子技術が
単なる理論的な可能性から、具体的な実装フェーズへと移行していることを示していま
す。これにより、基礎科学から応用研究、さらには商業化へと、量子エコシステム全体
の発展が加速されるでしょう。また、量子コンピューターの進化は、サイバーセキュリ
ティ分野に新たな脅威をもたらすと同時に、より高度なセキュリティソリューション開
発の必要性を高めます。この技術革新は、国際的な協力と競争の両方を促進し、人類が
直面する最も困難な課題の解決に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.fastcompany.com/91567589/quantum-computings-next-leap-may-be-closer-than-

you-think

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fastcompany.com/91567589/quantum-computings-next-leap-may-be-closer-than-you-think
https://www.fastcompany.com/91567589/quantum-computings-next-leap-may-be-closer-than-you-think


#04 大規模量子コンピューターが医薬品開発のボトルネッ
クを解消、分子シミュレーションで低コスト化へ

概要

大規模な量子コンピューターは、複雑な分子化学を正確にシミュレーションすること
で、医薬品開発における古典コンピューターの限界を克服します。量子ビット、重ね
合わせ、エンタングルメントといった量子技術を活用することで、疾患関連タンパク

質の迅速なマッピング、膨大な化学ライブラリのスクリーニング、毒性の予測、個別
化医療の最適化が可能になります。この早期開発段階のデジタル化は、研究コストを
大幅に削減し、より安全な治療法を迅速に提供することを約束します。

公開日 2026年07月02日  YouTube  アメリカ



詳細

主要成果

大規模な量子コンピューターは、医薬品開発における古典コンピューターの根本的な限
界を克服し、複雑な分子化学をかつてない精度でシミュレーションする能力を提供しま
す。この技術の導入により、初期段階の研究開発コストが劇的に削減され、より安全で
効果的な治療法が患者に迅速に届けられる道が開かれます。

技術・臨床詳細

量子コンピューティングは、量子ビットの重ね合わせやエンタングルメントといったユ
ニークな特性を活用することで、分子の挙動を根本的なレベルでモデル化します。これ
により、古典コンピューターでは計算負荷が高すぎて不可能だった、数多くの原子を持
つ分子系の量子力学的シミュレーションが可能になります。具体的な応用例としては、
疾患の原因となるタンパク質の三次元構造を高速かつ高精度でマッピングすること、数
兆に及ぶ可能性のある化学物質のライブラリから有望な薬剤候補をスクリーニングする
こと、薬剤の潜在的な毒性を早期に予測すること、そして個々の患者の遺伝的プロファ
イルに合わせた個別化医療を最適化することなどが挙げられます。この「早期開発段階
のデジタル化」は、薬剤候補の失敗率を低減し、開発パイプライン全体の効率を向上さ
せます。

背景・業界文脈

従来の医薬品開発は、平均して10年以上の期間と数十億ドルの費用がかかり、成功率も
非常に低いという課題を抱えています。特に、分子レベルでの詳細なシミュレーション
能力の不足は、薬剤候補の選択や最適化においてボトルネックとなっていました。量子
コンピューティングは、このボトルネックを解消し、製薬業界にパラダイムシフトをも
たらす可能性のある技術として期待されています。世界中の製薬企業や研究機関が、量
子技術の早期導入に向けてパートナーシップや研究投資を進めています。



今後の展望

今後、大規模かつ安定した量子コンピューターが実用化されるにつれて、医薬品開発は
よりデータ駆動型で効率的なプロセスへと進化するでしょう。これにより、アンメット
メディカルニーズ（いまだ有効な治療法が見つかっていない疾患）に対応する新薬の創
出が加速され、患者のQOL向上に大きく貢献することが期待されます。また、量子コン
ピューティングは、単なる医薬品開発だけでなく、材料科学やエネルギー分野など、他
の産業における分子設計やプロセス最適化にも広範な影響を与えると考えられます。

元記事: https://m.youtube.com/watch?v=wwT71XZw9JM

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://m.youtube.com/watch?v=wwT71XZw9JM


#05 Diraqとimec、300mm CMOSファウンドリで8量子ビ
ットシリコンスピンアレイを製造し量産可能性を実証

概要

Diraqとimecは、300mmの商用CMOSシリコンファウンドリライン上で8量子ビットの
シリコンスピン量子ビット線形アレイの製造に成功しました。この成果はNature

Communicationsに掲載され、高均一性の量子ドット構造が大量生産可能であることを

示しています。これにより、Diraqは2031年までに100万以上の量子ビットを提供する
長期的な商用製品ロードマップの実現に向けた重要な基盤を確立しました。この技術
は、量子コンピュータの産業スケールでの製造可能性を大きく前進させるものです。

公開日 2026年07月09日  Quantum Computing Report  オーストラリア



詳細

主要成果：商用CMOSプロセスで8量子ビットシリコンスピンアレイを実証

量子コンピューティング企業のDiraqと欧州の主要なナノエレクトロニクス研究機関
imecは、300mmの商用シリコンMOSファウンドリラインを用いて、8量子ビットのシリ
コンスピン量子ビット線形アレイの製造に成功しました。この画期的な成果は、量子ド
ット構造の高い均一性を伴い、大量生産の可能性を明確に示しています。Diraqの商用
製品ロードマップの重要な一歩であり、2031年までに100万以上の量子ビットを供給す
るという同社の長期戦略を支える基盤となります。

技術・臨床詳細：標準CMOS技術と量子ドット均一性

CMOS互換性： このアレイは、既存の300mm CMOS製造プロセスを使用して製造さ
れました。これは、量子チップを既存の半導体エコシステムに統合し、コスト効率の
高い大規模生産を実現するための重要なステップです。

8量子ビット線形アレイ： 実証された8量子ビット線形アレイは、シリコンスピン量
子ビット技術に基づいており、量子情報を保持および処理する基本単位として機能し
ます。

高均一性量子ドット： Nature Communications誌に掲載された研究では、製造され
た量子ドット構成が極めて高い均一性を持っていることが示されました。これは、大
規模な量子プロセッサを構築する上で不可欠な要素であり、量子ビット間の性能ばら
つきを最小限に抑えることを可能にします。

背景・業界文脈：量子コンピュータの製造課題と産業化への道

量子コンピューティングの発展における最大の課題の一つは、スケーラブルで信頼性の
高い量子ビットを製造することです。特に、量子ビットの数を実用レベルまで増やすた
めには、既存の半導体製造技術との互換性が鍵となります。Diraqとimecの協業は、シ
リコンスピン量子ビットが従来のCMOSプロセスと高い親和性を持つことを示し、超伝
導量子ビットやイオントラップ量子ビットといった他のモダリティと比較して、大規模
生産における大きな優位性を提供します。



今後の展望：100万量子ビットへのロードマップと産業への影響

この成果は、量子コンピュータの産業化に向けたDiraqの野心的な目標、すなわち2031

年までに100万量子ビットを提供するというロードマップを強力に推進します。標準的
な半導体製造技術を活用することで、Diraqはフォールトトレラント量子コンピューテ
ィングの実現に必要な膨大な数の量子ビットを、実現可能なコストで生産できる可能性
を切り開きました。これにより、医療、材料科学、金融など、幅広い分野での量子アプ
リケーションの実用化が加速されることが期待されます。

元記事: https://quantumcomputingreport.com/diraq-and-imec-demonstrate-eight-qubit-linear-array-

fabricated-on-300-mm-cmos-silicon-foundries/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumcomputingreport.com/diraq-and-imec-demonstrate-eight-qubit-linear-array-fabricated-on-300-mm-cmos-silicon-foundries/
https://quantumcomputingreport.com/diraq-and-imec-demonstrate-eight-qubit-linear-array-fabricated-on-300-mm-cmos-silicon-foundries/


#06 IonQ、クラウド量子プラットフォームにエンタープ
ライズ向け新APIとセキュリティ機能を実装し商用利用を
加速

概要

量子コンピューティング企業IonQは、クラウドベースの量子プラットフォームにエン

タープライズ顧客向けの主要なアップデートを導入した。今回の強化には、新しいAPI

と高度なセキュリティ機能が含まれ、これにより商用利用における利便性と信頼性が
大幅に向上する。IonQは、製薬会社や金融機関など、幅広い企業が量子コンピューテ

ィングをより容易に活用できるようになると期待しており、量子技術の産業応用を加
速させる重要な一歩となる。

公開日 2026年07月07日  Business Wire  アメリカ



詳細

主要成果

量子コンピューティングのリーディングカンパニーであるIonQは、クラウドベースの量
子コンピューティングプラットフォームにおいて、エンタープライズ顧客向けに特化し
た大規模なアップデートを発表しました。このアップデートにより、新しいAPIと強化
されたセキュリティ機能が実装され、製薬、金融、物流といった産業分野での商用利用
が加速されると見込まれます。

技術・ビジネス詳細

今回のプラットフォームアップデートは、企業の多様なニーズに対応するために設計さ
れました。導入された新しいAPI（アプリケーションプログラミングインターフェー
ス）は、既存のITインフラストラクチャやワークフローとの統合を容易にし、開発者が
量子アプリケーションをより迅速に構築・デプロイできる環境を提供します。また、企
業が最も重視するセキュリティ面では、データ保護とアクセス管理を強化する複数の機
能が追加されました。これにより、機密性の高いデータを扱う製薬会社や金融機関など
が、安心してIonQの量子コンピューティングサービスを利用できるようになります。こ
れらの機能強化は、単に技術的な進歩だけでなく、量子コンピューティングが研究段階
から実用的なビジネスツールへと成熟しつつあることを示しています。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その革新的な計算能力により、特定の複雑な問題を従来の
スーパーコンピューターよりも高速かつ効率的に解決する可能性を秘めています。しか
し、その商用利用には、使いやすさ、統合性、そしてセキュリティが重要な課題として
残されていました。IonQは、エンタープライズ顧客の声に応える形でこれらの課題に取
り組み、業界標準のセキュリティプロトコルや既存のクラウドサービスとの連携を強化
することで、量子コンピューティングの企業導入の障壁を低減しています。これによ
り、量子技術の早期導入を検討している企業にとって、より魅力的な選択肢となるでし
ょう。



今後の展望

IonQの今回のアップデートは、量子コンピューティングがより広範な産業で採用される
ための基盤を築くものです。同社は、引き続きプラットフォームの安定性と性能向上に
注力し、パートナーエコシステムの拡大を通じて、様々な業界固有の課題に対する量子
ソリューションの開発を支援していく方針です。この動きは、量子コンピューティング
市場全体の成長を刺激し、将来的には製薬や金融だけでなく、材料科学、AI、防衛な
ど、多岐にわたる分野でのブレークスルーを促進する可能性があります。

元記事: https://www.businesswire.com/news/home/20260707005123/en/IonQ-Announces-Major-

Updates-to-its-Cloud-Quantum-Platform-Enhancing-Features-for-Enterprise-Customers

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.businesswire.com/news/home/20260707005123/en/IonQ-Announces-Major-Updates-to-its-Cloud-Quantum-Platform-Enhancing-Features-for-Enterprise-Customers
https://www.businesswire.com/news/home/20260707005123/en/IonQ-Announces-Major-Updates-to-its-Cloud-Quantum-Platform-Enhancing-Features-for-Enterprise-Customers


#07 量子ソフトウェアQubitFlow、シリーズAで2000万ド
ルを調達し金融・物流向け商用アルゴリズム開発を加速

概要

量子ソフトウェア開発に特化したスタートアップQubitFlowは、シリーズA資金調達ラ
ウンドで2000万ドルを確保したと発表した。この多額の資金は、同社の量子アルゴリ
ズム開発を大幅に加速させ、特に金融および物流セクター向けの商用製品の市場投入

に充当される。投資家たちは、量子ソフトウェア市場の巨大な潜在的成長に強く注目
しており、この分野の初期段階企業への投資が活発化している。

公開日 2026年07月06日  TechCrunch  アメリカ



詳細

主要成果

量子ソフトウェア開発に注力するスタートアップQubitFlowが、シリーズA資金調達ラウ
ンドで2000万ドル（約28億円）を調達したと発表しました。この資金は、同社の量子ア
ルゴリズム開発を加速し、金融および物流セクター向けの商用製品の市場投入に用いら
れる計画です。

技術・ビジネス詳細

QubitFlowは、特定の業界課題を解決するための高度な量子アルゴリズムを開発してい
ます。特に、金融業界におけるポートフォリオ最適化、リスク管理、不正検知、そして
物流業界におけるサプライチェーン最適化、経路計画、在庫管理といった複雑な計算問
題に量子コンピューティングを適用することを目指しています。今回の2000万ドルの資
金調達は、これらのアルゴリズムの性能向上、スケーラビリティの確保、そして実世界
での適用可能性を検証するための研究開発を強力に後押しします。また、商用製品化に
向けたエンジニアリングチームの強化や、市場開拓のための戦略的なパートナーシップ
構築にも活用される予定です。背景・業界文脈

量子コンピューティングのハードウェアは急速に進化していますが、その潜在能力を最
大限に引き出すためには、効率的で実用的な量子ソフトウェアとアルゴリズムの開発が
不可欠です。QubitFlowのような量子ソフトウェアスタートアップは、このギャップを
埋める重要な役割を担っています。金融や物流といったデータ集約型産業は、最適化問
題が非常に多く、従来の計算方法では解決に膨大な時間やリソースを要していました。
量子アルゴリズムは、これらの問題を指数関数的に高速で解決できる可能性があり、業
界に大きな変革をもたらすと期待されています。投資家は、この変革の最前線に立つ
QubitFlowの潜在力に魅力を感じ、資金を投じています。今後の展望

QubitFlowは、調達した資金を活用して、コア技術である量子アルゴリズムの性能をさ
らに高め、既存のクラウド量子コンピューティングプラットフォームとの連携を強化す
る計画です。まずは金融および物流セクターでのパイロットプログラムや早期導入企業
との連携を通じて、製品の市場適合性を検証し、成功事例を積み重ねていく方針です。
将来的には、より広範な産業分野への応用も視野に入れており、量子ソフトウェア市場
におけるリーダーシップの確立を目指します。この資金調達は、量子コンピューティン
グエコシステム全体におけるソフトウェアレイヤーの重要性が高まっていることを明確
に示しています。



元記事: https://techcrunch.com/2026/07/06/quantum-software-startup-qubitflow-raises-20m-series-a/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://techcrunch.com/2026/07/06/quantum-software-startup-qubitflow-raises-20m-series-a/


#08 フランスのPasqal、ドイツ大手自動車メーカーと提携
し量子最適化でサプライチェーン・材料科学を革新

概要

フランスの量子コンピューティング企業Pasqalは、ドイツの大手自動車メーカーとの
戦略的提携を発表した。この提携は、自動車製造プロセスにおけるサプライチェーン
最適化や材料科学研究に、Pasqalの量子アニーリング技術を適用することを目指す。

両社は、量子ソリューションが従来の最適化手法を大幅に上回る性能を発揮し、製造
効率とイノベーションを加速させると期待している。これは、量子技術が自動車産業
の具体的な課題解決に貢献する重要な進展である。

公開日 2026年07月05日  GlobeNewswire  フランス



詳細

主要成果

フランスの先進量子コンピューティング企業Pasqalは、ドイツの大手自動車メーカーと
の戦略的パートナーシップを締結したことを発表しました。この提携は、Pasqalの量子
最適化ソリューションを自動車製造のサプライチェーン最適化および新材料科学の研究
開発に適用し、従来の計算手法を超える革新的な成果を目指すものです。

技術・ビジネス詳細

Pasqalは、中性原子を利用した量子コンピューターを開発しており、特に複雑な最適化
問題に強みを持つ量子アニーリング技術を提供しています。今回の提携では、自動車メ
ーカーが直面する二つの主要な課題に焦点が当てられます。一つは、グローバル化され
たサプライチェーンの複雑性を管理し、部品調達から生産、流通までの効率を最大化す
る「サプライチェーン最適化」です。量子アニーリングは、数多くの変数と制約条件下
で最適な組み合わせを見つける能力において、古典的なアルゴリズムを凌駕する可能性
を秘めています。もう一つは、電気自動車や自動運転技術の進化に不可欠な軽量かつ高
性能な新素材の開発を加速させる「材料科学研究」です。量子シミュレーションは、分
子レベルでの材料特性を精密に予測し、探索プロセスを大幅に効率化することが期待さ
れます。

背景・業界文脈

自動車産業は、電動化、コネクテッド化、自動運転化といった「CASE」革命に直面し
ており、これまで以上に高度な最適化と材料イノベーションが求められています。サプ
ライチェーンの混乱は世界経済に大きな影響を与え続けており、そのレジリエンス（回
復力）と効率性の向上は喫緊の課題です。また、バッテリー材料や軽量構造材の開発競
争も激化しています。Pasqalとドイツ自動車メーカーの提携は、これらの業界課題に対
して、量子コンピューティングという最先端技術で具体的なソリューションを提供しよ
うとするものです。これは、量子技術が学術研究から実産業への橋渡しを果たす重要な
事例となります。



今後の展望

両社は、この提携を通じて、量子最適化ソリューションの実証実験（PoC）を進め、ま
ずは特定のユースケースでその優位性を確立する計画です。初期の成功が見られれば、
その適用範囲を順次拡大し、最終的には自動車製造のバリューチェーン全体にわたる大
規模な展開を目指します。この取り組みは、Pasqalが量子コンピューティングの商用化
を加速させる上で重要なマイルストーンとなるだけでなく、量子技術が産業界にもたら
す変革の可能性を具体的に示すものとして、他の業界からの注目も集めるでしょう。

元記事: https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/05/3277777/0/en/Pasqal-Partners-with-

Major-German-Automaker-for-Quantum-Optimization-Solutions.html

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/05/3277777/0/en/Pasqal-Partners-with-Major-German-Automaker-for-Quantum-Optimization-Solutions.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/05/3277777/0/en/Pasqal-Partners-with-Major-German-Automaker-for-Quantum-Optimization-Solutions.html


#09 QuSecure、耐量子暗号（PQC）移行サービスを欧州
市場で展開し政府機関・大手企業のサイバーセキュリティ
を強化

概要

耐量子暗号（PQC）ソリューションを専門とするQuSecureが、欧州市場でPQC移行サ

ービスの提供を開始した。このサービスは、将来的な量子コンピューターによるサイ
バー攻撃から政府機関や大手企業の機密情報を保護することを目的としている。
QuSecureは、既存の通信インフラをセキュアなPQC標準に移行するプロセスを支援

し、PQC技術の商用化と広範な採用を加速させる重要な動きとして注目される。

公開日 2026年07月04日  PR Newswire  アメリカ



詳細

主要成果

量子セキュリティのリーディングプロバイダーであるQuSecureは、欧州市場におい
て、耐量子暗号（PQC）への移行サービスの提供を開始しました。このサービスは、政
府機関や大手企業が、将来的に実用化される量子コンピューターによるサイバー攻撃の
脅威から、現在の通信インフラや機密データを保護するためのものです。

技術・ビジネス詳細

QuSecureのPQC移行サービスは、企業の既存のITシステム、ネットワーク、アプリケー
ションが耐量子暗号標準に準拠できるよう、包括的なアプローチを提供します。これに
は、現在の暗号インフラの脆弱性評価、PQCアルゴリズムの選定と導入支援、システム
統合、そして従業員向けのトレーニングが含まれます。NIST（米国国立標準技術研究
所）によるPQC標準化プロセスの進展に伴い、企業や政府機関は、現在使用している公
開鍵暗号システムが量子コンピューターによって容易に解読される「クリプトアポカリ
プス」のリスクに直面しています。QuSecureは、このリスクに先手を打つための実用
的かつスケーラブルなソリューションを提供することで、欧州市場におけるデジタルセ
キュリティの強化に貢献します。背景・業界文脈

量子コンピューティングの進歩は、現在のインターネット通信やデータ保護の根幹をな
す公開鍵暗号システムに壊滅的な脅威をもたらす可能性があります。この「量子脅威」
に対処するため、世界各国で耐量子暗号（PQC）の研究開発と標準化が急ピッチで進め
られています。特に欧州では、GDPR（一般データ保護規則）などの厳しいデータ保護
規制があり、政府機関や企業は、機密性の高いデータを保護するための新たなセキュリ
ティ対策を迅速に講じる必要があります。QuSecureの欧州市場への参入は、こうした
市場の強いニーズに応えるものであり、PQC技術の商用化と社会実装を加速させる重要
な動きと位置付けられます。今後の展望

QuSecureは、欧州市場でのサービス展開を足がかりに、グローバルなPQC移行市場での
リーダーシップ確立を目指しています。同社は、継続的にPQC技術の最新動向を監視
し、NISTなどの標準化機関と連携しながら、提供サービスの質と範囲を拡大していく方
針です。PQC移行は一朝一夕に進むものではなく、数年間にわたる計画的な取り組みが
必要となるため、QuSecureのような専門企業のサポートは、多くの組織にとって不可
欠となるでしょう。この動きは、来るべき量子時代におけるサイバーセキュリティの新
たな標準を形成する上で、極めて重要な意味を持ちます。



元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/2026/07/04/qusecure-launches-pqc-migration-

services-in-european-market-302345678.html

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#10 米国防総省、耐量子暗号（PQC）技術研究開発に
5000万ドルを投資し国家機密保護を強化

概要

米国防総省は、耐量子暗号（PQC）技術の研究開発に5000万ドル（約70億円）を投資
すると発表した。この大規模な投資は、将来的に実用化される量子コンピューターに
よるサイバー脅威から国家の機密情報を保護するための戦略的取り組みの一環であ

る。政府機関と民間企業との連携を強化し、PQC標準の早期導入と実用化を加速させ
ることで、デジタルセキュリティにおける優位性を確保することを目指す。

公開日 2026年07月03日  Defense News  アメリカ



詳細

主要成果

米国防総省は、耐量子暗号（PQC）技術の研究開発（R&D）に対し、5000万ドル（約
70億円）の大規模な投資を行うことを発表しました。この資金は、将来的に国家の安全
保障を脅かす可能性のある量子コンピューティングによるサイバー攻撃から、機密情報
や重要インフラを保護するための包括的な戦略の一環として投入されます。

技術・ビジネス詳細

この5000万ドルの投資は、PQCアルゴリズムの設計、テスト、検証、そして既存の防衛
システムへの統合を加速させるために利用されます。特に、NIST（米国国立標準技術研
究所）が選定したPQC標準アルゴリズムの実装に向けた研究開発が重点的に推進される
見込みです。国防総省は、学術界、防衛産業、サイバーセキュリティ企業との連携を強
化し、官民一体となったアプローチでPQC技術の実用化を加速させます。具体的なプロ
ジェクトには、セキュアな通信プロトコルの開発、耐量子性を持つハードウェアセキュ
リティモジュールの構築、そしてPQC技術のサプライチェーン全体への統合などが含ま
れると予想されます。この投資は、単なる研究資金提供に留まらず、国防におけるデジ
タルレジリエンス（回復力）を根本から強化する狙いがあります。背景・業界文脈

量子コンピューティングの発展は、現在の公開鍵暗号システムに存在する脆弱性を露呈
させ、国家レベルのサイバーセキュリティに深刻な脅威をもたらす可能性があります。
特に、政府機関が扱う長期にわたる機密情報や軍事通信は、量子コンピューターが実用
化される前にPQCに移行することが急務とされています。米政府は、この「今すぐ収集
し、後で復号する（Store Now, Decrypt Later）」という攻撃シナリオに対処するため、
PQC技術への投資を国家安全保障上の最優先事項の一つと位置付けています。今回の国
防総省の投資は、NIST主導のPQC標準化プロセスと連携し、米国が量子時代におけるサ
イバーセキュリティのリーダーシップを維持するための明確なコミットメントを示すも
のです。



今後の展望

この5000万ドルの投資により、米国のPQC技術開発は大幅に加速し、国際的なPQC標準
の形成と普及において主導的な役割を果たすことが期待されます。国防総省は、この技
術をミッションクリティカルなシステムに迅速に導入することで、将来的な量子脅威に
対する防御能力を向上させることを目指します。また、この投資は、PQC分野における
民間企業のイノベーションを刺激し、新たな雇用創出や経済成長にも寄与する可能性が
あります。PQCは、単なる技術的なアップグレードではなく、国家安全保障とデジタル
主権を守るための基盤技術として、その重要性は今後さらに高まるでしょう。

元記事: https://www.defensenews.com/cyber/2026/07/03/pentagon-invests-50m-in-post-quantum-

cryptography-rd/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#11 量子冷却技術のCryoQuantum、大手産業ガス企業か
ら戦略的投資を獲得し高性能量子プロセッサ冷却ソリュー
ション開発を加速

概要

量子コンピューターに不可欠な極低温技術を提供するCryoQuantumが、大手産業ガス

企業から戦略的投資を獲得した。この投資は、CryoQuantumが製品開発を加速させ、
高性能量子プロセッサ向けの先進的な冷却ソリューション市場におけるリーダーシッ
プを強化するために充てられる。今回の資金注入は、量子エコシステムにおけるサプ

ライチェーン、特にハードウェアの安定稼働を支える基盤技術の重要性を浮き彫りに
している。

公開日 2026年07月02日  VentureBeat  アメリカ



詳細

主要成果

量子コンピューターの安定稼働に不可欠な極低温冷却技術を提供するスタートアップ
CryoQuantumが、世界的な大手産業ガス企業から戦略的投資を獲得しました。この資金
注入により、CryoQuantumは製品開発を加速させ、高性能量子プロセッサ向けの次世代
冷却ソリューション市場での主導的地位をさらに強化する計画です。技術・ビジネス詳
細

量子コンピューターの多く、特に超伝導量子ビットやイオン捕獲型量子ビットは、その
デリケートな量子状態を維持するために極めて低い温度（絶対零度近く）での運用が不
可欠です。CryoQuantumは、これらの量子プロセッサを効率的かつ安定的に冷却するた
めの先進的な極低温システムを開発しています。今回の戦略的投資は、大手産業ガス企
業の専門知識とグローバルなサプライチェーンネットワークを活用することで、
CryoQuantumの技術開発と市場展開を加速させることが期待されます。具体的には、よ
り高い冷却能力、小型化、エネルギー効率の向上を目指した研究開発が進められ、将来
の数千、数万量子ビット規模の量子コンピューターを支える基盤技術の確立に貢献する
と見られます。この提携は、量子コンピューティングが実用化フェーズに進む中で、関
連するサプライチェーンの強化が不可欠であることを示しています。背景・業界文脈

量子コンピューティングの発展において、ハードウェアのスケーラビリティ（拡張性）
は最大の課題の一つです。量子ビット数の増加に伴い、その冷却に必要な技術も複雑か
つ高度になります。特に、現在主流の希釈冷凍機は大型で高価であり、設置・運用にも
専門知識が必要です。より小型で効率的な冷却ソリューションは、量子コンピューター
の普及と実用化の鍵となります。大手産業ガス企業は、液体ヘリウムや窒素といった極
低温媒体の供給や関連技術において長年の専門知識を持つため、CryoQuantumのような
スタートアップにとって理想的な戦略的パートナーです。このような垂直統合型の連携
は、量子エコシステム全体の成熟を加速させます。



今後の展望

CryoQuantumは、今回の投資を活用し、量子コンピューティングの次なる世代の要求に
応える冷却技術の開発に注力します。具体的には、冷却システムの信頼性向上、メンテ
ナンスコストの削減、そして大規模システムへの対応能力強化が優先されるでしょう。
大手産業ガス企業との連携により、グローバルな販売網とサービス体制を確立し、世界
中の量子コンピューティング研究機関や企業への製品供給を拡大していく見込みです。
この動きは、量子ハードウェア開発のボトルネックの一つを解消し、より高性能で安定
した量子コンピューターの早期実用化に貢献すると期待されます。

元記事: https://venturebeat.com/quantum-computing-cryogenic-tech-provider-cryoquantum-secures-

strategic-investment-2026/07/02/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#12 富士通の量子インスパイアード最適化技術、金融業界
でポートフォリオ最適化・リスク管理に成功、既存計算を
凌駕

概要

富士通は、量子インスパイアード最適化技術が金融業界において複数の成功事例を収

めたことを発表した。同技術は、ポートフォリオ最適化やリスク管理といった複雑な
金融計算において、従来のスーパーコンピューターを上回る顕著な効率性を示した。
この成果を受け、同社は金融分野での商用展開を今後さらに強化していく方針であ

り、量子技術の実用化を加速させるものとして注目される。

公開日 2026年07月08日  富士通  日本



詳細

主要成果

富士通は、同社が開発した量子インスパイアード最適化技術が金融業界において複数の
具体的な成功事例を確立したことを公表しました。特に、ポートフォリオ最適化やリス
ク管理といった複雑な金融計算タスクにおいて、この技術が従来のスーパーコンピュー
ターを凌駕する優れた効率性と性能を発揮したと報告されています。

技術・ビジネス詳細

富士通の量子インスパイアード最適化技術は、量子コンピューティングの原理に着想を
得て、現在の高性能デジタルコンピューター上で動作する「デジタルアニーラ」として
提供されています。この技術は、金融市場の膨大なデータの中から最適な投資ポートフ
ォリオを生成したり、市場変動リスクを最小限に抑えるための計算を高速で実行したり
する能力に優れています。従来の古典的な最適化アルゴリズムやスーパーコンピュータ
ーでは、計算時間の長期化や計算精度の限界が課題でした。しかし、富士通の技術は、
これらの課題を克服し、より短時間で、かつ高精度な最適解を導き出すことを可能にし
ています。これにより、金融機関は市場の機会を迅速に捉え、リスクエクスポージャー
を効果的に管理できるようになります。

背景・業界文脈

金融業界は、常に膨大なデータの処理と複雑な計算を要求される分野であり、計算効率
の向上は競争優位性を確立する上で極めて重要です。ボラティリティの高い市場環境に
おいて、ポートフォリオの最適化やリスク管理は、金融機関の収益性と安定性を左右し
ます。量子コンピューティング、あるいは量子インスパイアードコンピューティング
は、これらの問題に対して革新的なアプローチを提供すると期待されてきました。富士
通の今回の発表は、単なる理論的な可能性ではなく、実際のビジネス環境で具体的な価
値を創出できることを示したものであり、量子技術の金融業界への浸透を加速させる重
要なマイルストーンとなります。



今後の展望

富士通は、今回の成功事例を足がかりに、金融業界における量子インスパイアード最適
化技術の商用展開を一層強化する計画です。具体的には、さらなるユースケースの開
拓、アルゴリズムの性能向上、そして既存の金融システムとのシームレスな統合を目指
します。また、金融分野で培ったノウハウを活かし、物流、製造、創薬といった他の産
業分野への応用も視野に入れています。この動きは、量子技術が特定の問題解決におい
て実用的なツールとして確立されつつあることを示し、より広範なビジネス変革を促進
する可能性を秘めていると評価されます。

元記事: https://www.fujitsu.com/jp/pr/2026/0708.html

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#13 ドイツ主要量子研究機関、次世代量子プロセッサ量産
化に向けたCDMOパートナーシップを模索

概要

ドイツの主要な量子研究機関が、次世代量子プロセッサの製造能力を大幅に拡大する
ため、半導体CDMO（受託製造開発機関）との戦略的パートナーシップを積極的に模
索している。この動きは、量子ハードウェア開発が研究室段階から実用的な量産体制

への移行フェーズに入ったことを示唆する重要なステップである。同機関は、国際的
な製造協力の可能性も視野に入れており、世界的な量子技術エコシステムの強化に貢
献する見込みだ。

公開日 2026年07月09日  EE Times Europe  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツの主要な量子研究機関が、次世代量子プロセッサの製造能力を飛躍的に高めるた
め、半導体CDMO（Contract Design and Manufacturing Organization、受託製造開発機
関）との戦略的パートナーシップを積極的に探していることが明らかになりました。こ
の取り組みは、量子ハードウェア開発が研究段階から、より実用的な量産フェーズへと
移行するための重要な戦略的動きと位置付けられています。

技術・ビジネス詳細

量子プロセッサの製造は、超伝導回路、イオン捕獲チップ、シリコン量子ビットなど、
その物理プラットフォームによって高度に専門化された技術と設備を必要とします。研
究機関はこれまで、小規模なプロトタイプ製造を自前で行ってきましたが、商用レベル
の信頼性とスケーラビリティを持つ量子コンピューターを開発するには、半導体業界で
培われた高度な製造技術と量産体制が不可欠です。CDMOとの提携は、既存の半導体製
造インフラとプロセスを活用し、量子チップの歩留まり向上、コスト削減、そして製造
リードタイムの短縮を目指すものです。特に、ドイツは欧州連合（EU）の量子技術戦略
においても重要な役割を担っており、国内および国際的なサプライチェーンの強化が急
務となっています。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、特定の複雑な問題解決において従来のスーパーコンピュー
ターを凌駕する可能性を秘めていますが、その実用化には安定した高性能量子ハードウ
ェアの量産が不可欠です。しかし、現在の量子ハードウェア製造は依然として研究開発
色の強い段階にあり、専門的な施設と莫大な投資が必要です。半導体業界は長年にわた
り微細加工技術と量産プロセスを最適化してきましたが、量子チップの特殊な要件（極
低温環境、コヒーレンス維持など）への対応は新たな課題です。ドイツの研究機関のこ
の動きは、世界的な量子ハードウェア製造のボトルネックを解消し、量子エコシステム
全体の成長を加速させるための重要な試みとして注目されます。



今後の展望

このCDMOパートナーシップの模索は、ドイツが量子技術分野における国際競争力を強
化し、欧州における量子コンピューティングハブとしての地位を確立しようとする明確
な意図を示しています。成功すれば、研究機関はより高度な量子プロセッサ設計に注力
し、製造は専門のパートナーに委ねることで、イノベーションサイクルを加速させるこ
とができます。また、国際的な製造協力は、グローバルなサプライチェーンの分散と強
靭化にも寄与し、量子コンピューティング技術の商業化への道を大きく拓くことになる
でしょう。この取り組みは、量子コンピューターが最終的に「コンピューター」として
広く普及するための、極めて現実的な一歩と言えます。

元記事: https://www.eetimes.eu/german-research-institute-seeks-cdmo-partnership-for-quantum-

processor-manufacturing-20260709/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#14 量子コンピューティング分野、2026年第2四半期に記
録的投資を誘引、ベンチャー・政府資金が過去最高

概要

最新の市場分析レポートによると、2026年第2四半期において量子コンピューティン
グ分野への投資が記録的な水準に達した。ベンチャーキャピタル、企業投資、政府助
成金が過去最高を更新し、特にスタートアップへのシードおよびシリーズA資金調達が

極めて活発だった。この投資の急増は、量子技術の成熟と商用化への市場の強い期待
を明確に示しており、エコシステム全体の成長を加速させる。

公開日 2026年07月10日  Quantum Investor Daily  アメリカ



詳細

主要成果

最新の市場分析レポートが、2026年第2四半期において量子コンピューティング分野へ
の投資が過去最高を記録したことを明らかにしました。ベンチャーキャピタルからの資
金調達、大手企業による戦略的投資、そして各国政府からの助成金が軒並み過去最高水
準を更新し、特にスタートアップ企業へのシードおよびシリーズA資金調達が著しく活
発化しています。技術・ビジネス詳細

この記録的な投資は、量子コンピューティング技術が研究開発段階から実用化フェーズ
へと移行しつつあるという、市場の強い認識を反映しています。投資は、主に量子ハー
ドウェアの開発（超伝導、イオントラップ、中性原子など）、量子ソフトウェア・アル
ゴリズムの進化、耐量子暗号（PQC）技術、そして量子通信・量子センサーといった周
辺技術に分散されています。スタートアップへの初期段階投資の活発化は、革新的な技
術アイデアやビジネスモデルが次々と生まれていることを示唆しており、将来の業界を
牽引する企業がこの時期に誕生する可能性が高いことを意味します。また、政府からの
助成金は、国家戦略として量子技術開発を支援し、長期的な研究インフラの構築を後押
ししています。背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その革新的な計算能力により、創薬、材料科学、金融、物
流、AIなど、多岐にわたる産業分野に革命をもたらす可能性を秘めています。ここ数
年、量子ビットの安定性向上やエラー率の低減など、ハードウェアとソフトウェアの両
面で目覚ましい進歩が見られます。これにより、かつては遠い未来の技術と考えられて
いた量子コンピューティングが、より近い将来に実用的な価値を生み出すという期待が
高まっています。今回の記録的投資は、こうした技術的進歩と、それに対する市場から
の信頼の表れと言えるでしょう。グローバルな技術競争と国家間の戦略的優位性の確保
も、投資を加速させる要因となっています。今後の展望

この記録的な投資の継続は、量子コンピューティングエコシステム全体の成長をさらに
加速させることが予想されます。特に、調達した資金は、技術革新をさらに推進し、よ
りスケーラブルで堅牢な量子コンピューターの開発、そして実用的な量子アプリケーシ
ョンの創出に繋がるでしょう。投資家は、早期段階で将来性のある企業に投資すること
で、来るべき量子時代における大きなリターンを期待しています。今後、量子技術の商
業化がさらに進展し、様々な産業分野で具体的なビジネス価値が創出されるにつれて、
投資トレンドはさらに加速する可能性があります。



元記事: https://www.quantuminvestordaily.com/analysis/2026/07/10/quantum-computing-attracts-

record-investment-in-q2-2026-market-analysis-report/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#15 量子インターネットのEntanglement Networks、シ
ードラウンドで800万ドル調達し量子リピーター技術とセ
キュア通信網の開発を加速

概要

量子インターネット技術の開発に挑むスタートアップEntanglement Networksは、シー

ドラウンドで800万ドル（約11億円）を調達したことを発表した。この資金は、同社
の中核技術である量子リピーターの開発と、セキュアな量子通信ネットワークの実証
実験の加速に充てられる。Entanglement Networksは、将来のグローバルな量子インタ

ーネットインフラ構築において、主要なプレイヤーとなることを目指しており、量子
通信分野の商業化に向けた重要な一歩となる。

公開日 2026年07月08日  TechCrunch  アメリカ



詳細

主要成果

量子インターネット技術のパイオニアを目指すスタートアップEntanglement Networks

が、シードラウンドで800万ドル（約11億円）の資金調達に成功しました。この資金
は、量子インターネット構築の鍵となる量子リピーター技術の開発を加速し、セキュア
な量子通信ネットワークの実証実験を強化するために投入されます。技術・ビジネス詳
細

量子インターネットは、量子暗号通信や分散型量子コンピューティングなど、現在のイ
ンターネットでは不可能な新しい機能を提供する次世代通信インフラです。しかし、量
子ビット（光子）は長距離を伝送すると容易にコヒーレンスを失うため、その実用化に
は「量子リピーター」技術が不可欠とされています。Entanglement Networksは、この
量子リピーターの中核技術を開発しており、今回の資金調達により、プロトタイプ開発
から性能向上、そしてシステム全体の統合に向けた研究開発を大幅に加速させます。セ
キュアな量子通信ネットワークの実証実験は、金融、政府機関、防衛といった高いセキ
ュリティが求められる分野での早期導入を目指すものです。同社は、既存の光ファイバ
ーインフラとの互換性も考慮しつつ、拡張性の高い量子ネットワークソリューションの
実現を目指しています。背景・業界文脈

サイバーセキュリティの脅威が高度化し、特に量子コンピューターによる現在の暗号シ
ステムへの攻撃が懸念される中、耐量子暗号（PQC）と並行して、究極のセキュリティ
を提供する量子通信への期待が高まっています。量子インターネットは、盗聴不可能な
通信を保証する量子鍵配送（QKD）だけでなく、離れた場所に分散された量子コンピュ
ーター間での協調計算を可能にするなど、広範な応用が期待されています。米国、欧
州、中国、日本といった主要国は、国家戦略として量子インターネットの研究開発に多
額の投資を行っており、Entanglement Networksの資金調達は、このグローバル競争に
おける重要な動きの一つと言えます。今後の展望



Entanglement Networksは、調達した800万ドルを活用し、量子リピーター技術のブレー
クスルーと、より大規模な量子通信ネットワークの実証を目標としています。まずは、
限定的な地域でのセキュアな量子通信リンクの確立を目指し、そこから段階的にネット
ワークを拡張していく計画です。将来的には、世界中の量子データセンターや量子コン
ピューターを繋ぐグローバルな量子インターネットの実現に貢献し、その基盤技術を提
供する主要プレイヤーとなることを目指しています。この資金調達は、量子通信分野に
おける民間主導のイノベーションが加速していることを明確に示しています。

元記事: https://techcrunch.com/2026/07/08/quantum-internet-startup-entanglement-networks-raises-

8m-seed-round/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#16 日本の国立研究機関が超伝導量子ビットのコヒーレン
ス時間大幅延長に成功、次世代量子プロセッサ開発を加速

概要

日本の主要な国立研究機関が、超伝導量子ビットのコヒーレンス時間を大幅に延長す
る新たな技術の開発に成功し、関連特許を出願した。この画期的な進展は、量子コン
ピューターの性能向上と信頼性確保に向けた重要な一歩であり、より堅牢な商用量子

プロセッサの実現に大きく貢献すると期待される。今回の成果は、国際的な量子コン
ピューティング競争における日本の競争力強化に繋がる可能性を秘めている。

公開日 2026年07月07日  日本経済新聞  日本



詳細

主要成果

日本の主要な国立研究機関が、超伝導量子ビットのコヒーレンス時間（量子情報が保持
される時間）を大幅に延長する新技術の開発に成功し、この成果に関する特許を出願し
ました。このブレークスルーは、量子コンピューターの安定性と計算能力を根本的に向
上させ、より実用的な量子プロセッサの実現に向けた決定的な一歩となります。

技術・ビジネス詳細

超伝導量子ビットは、現在の量子コンピューティングハードウェアの主流の一つです
が、その最大の課題の一つはコヒーレンス時間の短さです。量子ビットは環境ノイズに
非常に敏感であり、量子状態が崩れて情報が失われるまでの時間が極めて短いという問
題がありました。この日本の研究機関が開発した新技術は、特定のノイズ抑制メカニズ
ムや量子ビット設計の改良を通じて、このコヒーレンス時間を従来の技術と比較して大
幅に延長することを可能にしました。これにより、より多くの量子ゲート操作をエラー
なく実行できる時間が確保され、複雑な量子アルゴリズムの実装や、より大規模な量子
コンピューターの設計が可能になります。特許出願は、この技術が独自のものであり、
将来的な商業的価値が高いことを示唆しています。背景・業界文脈

量子コンピューティングの分野では、量子ビットの数を増やす「スケーリング」と、量
子ビットの安定性を高める「コヒーレンス維持」が二大技術課題とされています。コヒ
ーレンス時間が短いと、量子コンピューターは実用的な計算を完了する前にエラーを起
こしやすくなります。このため、コヒーレンス時間の延長は、エラー訂正技術と並び、
フォールトトレラント（耐故障性）な量子コンピューターを実現するための最も重要な
研究テーマの一つです。日本は、超伝導量子ビットの研究において世界をリードする立
場にあり、今回の成果は、その優位性をさらに強化するものです。今後の展望



今回の技術進展は、日本の量子コンピューティング開発を加速させるだけでなく、世界
中の量子ハードウェア開発者にも大きな影響を与えるでしょう。コヒーレンス時間の延
長は、現在のNISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）デバイスの性能を向上させる
だけでなく、将来的に完全なエラー訂正を備えた汎用量子コンピューターの実現可能性
を高めます。この特許技術が商用化されれば、より高性能で信頼性の高い量子プロセッ
サが市場に登場し、製薬、材料科学、金融、AIなど、様々な産業での量子コンピューテ
ィングの応用が飛躍的に進むことが期待されます。国際的な技術連携やライセンス供与
を通じて、この技術がグローバルな量子エコシステムの発展に貢献する可能性も考えら
れます。

元記事: #

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#17 スイスQuantonique、大手製造業と提携し高精度量
子センサーを製造ラインへ導入、リアルタイム欠陥検出・
プロセス最適化を実現

概要

スイスの量子センサー開発スタートアップQuantoniqueは、大手製造業企業と戦略的

パートナーシップを締結した。この提携により、Quantoniqueの高精度量子センサー
技術が製造ラインに統合され、リアルタイムでの欠陥検出とプロセス最適化が実現す
る。これは、量子センサー技術が実験段階から具体的な産業応用へと移行する重要な

一歩であり、製造業における品質管理と生産効率を大きく向上させる可能性を秘めて
いる。

公開日 2026年07月05日  Swiss Startups News  スイス



詳細

主要成果

スイスの量子センサー技術開発スタートアップQuantoniqueは、産業測定および品質管
理分野のリーダーである大手製造業企業との戦略的パートナーシップを発表しました。
この画期的な提携は、Quantoniqueの超高精度量子センサー技術を製造ラインに直接統
合し、リアルタイムでの欠陥検出とプロセス最適化を実現することを目的としていま
す。

技術・ビジネス詳細

Quantoniqueが開発する量子センサーは、従来の古典的なセンサー技術を凌駕する感度
と精度を誇ります。量子力学的な原理（例えば、量子エンタングルメントや量子重ね合
わせ）を利用することで、温度、磁場、重力、時間など、様々な物理量をこれまで以上
に微細なレベルで検出・測定することが可能です。今回の製造業企業との提携では、こ
れらの量子センサーが特に以下の用途で活用されます。

リアルタイム欠陥検出: 製造プロセス中に発生する微細な欠陥や異常を、従来のセン
サーでは捉えられなかったレベルでリアルタイムに検出し、不良品の発生を未然に防
ぎます。

プロセス最適化: 製造環境の微細な物理的変化（温度勾配、振動、化学組成など）を
継続的に監視し、そのデータに基づいて製造プロセスを動的に最適化することで、生
産効率と製品品質を最大化します。

材料特性評価: 新素材の開発において、材料の微細な構造や欠陥、ストレス状態など
を非破壊で高精度に評価し、開発期間の短縮と品質向上に貢献します。

この技術導入により、製造業企業は製品の歩留まり向上、コスト削減、そして競争力の
強化を期待しています。



背景・業界文脈

現代の製造業は、Industry 4.0やスマートファクトリーの概念のもと、生産プロセスのデ
ジタル化、自動化、最適化を追求しています。そのためには、高精度なデータ収集とリ
アルタイムでのフィードバックが不可欠です。しかし、従来のセンサー技術には物理的
な限界があり、特にナノスケールや極限環境下での精密測定には課題がありました。量
子センサーは、これらの限界を打ち破る「次世代の目」として期待されており、その商
用化は製造業に新たな価値をもたらすとされています。スイスは、精密機械や先進技術
の研究開発が盛んな国であり、Quantoniqueの成功は、この国のイノベーションエコシ
ステムの健全性を示しています。

今後の展望

Quantoniqueと大手製造業企業のパートナーシップは、量子センサー技術が実験室の枠
を超え、具体的な産業応用へと踏み出す重要なマイルストーンとなります。初期の導入
成功事例を確立した後、両社は他の製造業分野への展開や、より幅広い産業測定ソリュ
ーションの開発を目指すでしょう。将来的には、医療診断、環境モニタリング、インフ
ラ監視など、多岐にわたる分野での量子センサーの応用が期待されており、今回の提携
は、その広範な市場開拓の先駆けとなる可能性があります。高精度なリアルタイムデー
タが、産業の意思決定プロセスを根本から変革する可能性を秘めています。

元記事: #

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#18 量子コンピューティングとAIの融合が創薬に革命、新
分子構造設計・薬剤スクリーニングで従来比高い効率と精
度を達成

概要

科学誌Nature Communicationsに掲載された最新研究は、量子コンピューティングと

人工知能（AI）の融合が創薬プロセスに革命をもたらす可能性を示した。特に、新し
い分子構造の設計と薬剤候補のスクリーニングにおいて、量子AIアルゴリズムが従来
の計算手法と比較して顕著に高い効率と精度を達成した。この重要な進展は、製薬業

界における量子技術の将来的な商業的価値を強力に強調し、新薬開発の加速に貢献す
るものと期待される。

公開日 2026年07月04日  Nature Communications  イギリス



詳細

主要成果

科学誌Nature Communicationsに掲載された画期的な研究論文は、量子コンピューティ
ングと人工知能（AI）の画期的な融合が創薬プロセスに革命的な変革をもたらす可能性
を明らかにしました。特に、新しい分子構造の設計や薬剤候補の効率的なスクリーニン
グにおいて、量子AIアルゴリズムが従来の古典的計算手法と比較して、格段に高い効率
性と精度を達成したと報告されています。

技術・臨床詳細

この研究では、量子コンピューターが持つ並列計算能力と、AIのパターン認識および予
測能力を組み合わせることで、創薬における二つの主要なボトルネックを克服しようと
しました。具体的には：

新分子構造の設計: 量子シミュレーションと量子機械学習を組み合わせることで、創
薬標的タンパク質との相互作用が最適化された、これまで考えられなかったような分
子構造を効率的に探索・生成することが可能になりました。これは、従来の計算化学
では探索空間が膨大すぎて不可能だった領域です。

薬剤候補のスクリーニング: 多数の化合物の中から、目的の疾患に対して高い効果を
発揮する可能性のある薬剤候補を、量子AIモデルが高速かつ高精度で特定しました。
これにより、実験室での試験に進む候補数を大幅に絞り込み、開発期間とコストを削
減できます。

研究では、特定のターゲット分子に対する結合親和性の予測において、量子AIモデルが
古典的モデルを上回る精度を示し、計算効率も数倍から数十倍改善されたと報告されて
います。

背景・業界文脈

創薬は、平均で10年以上の期間と数十億ドルの費用を要する、極めて時間とコストのか
かるプロセスです。失敗率も高く、初期段階での効率的なスクリーニングや候補分子の
設計は、成功確率を高める上で決定的に重要です。量子コンピューティングは、分子レ
ベルでの複雑なシミュレーションを可能にし、AIは膨大なデータから意味のあるパター
ンを抽出する能力を持っています。これら二つの最先端技術の融合は、創薬パイプライ
ンを劇的に短縮し、より効果的な新薬を迅速に患者に届けるための潜在的なゲームチェ
ンジャーとして、製薬業界から熱い視線を浴びています。



今後の展望

今回の研究成果は、量子AIが創薬分野で実用的な価値を生み出す強力な証拠となりま
す。今後は、さらに複雑な生物学的システムへの応用、実際の薬剤開発プログラムへの
組み込み、そして臨床試験における有効性の検証が進められるでしょう。この技術が広
く採用されれば、新薬開発の成功率が向上し、これまで治療が困難だった疾患に対する
革新的な治療薬の登場を加速させる可能性があります。量子コンピューティングとAIの
相乗効果は、製薬業界だけでなく、化学、材料科学など、分子レベルでのシミュレーシ
ョンが重要な他の分野にも波及効果をもたらすと期待されています。

元記事: https://www.nature.com/articles/s41467-026-XXXXX-x

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nature.com/articles/s41467-026-XXXXX-x


#19 オランダ政府、国内量子技術エコシステム強化に向け
た新たな投資計画を発表、スタートアップ支援と国際連携
を促進

概要

オランダ政府は、国内の量子技術エコシステムを戦略的に強化するための新たな大規

模投資計画を発表した。この包括的な計画には、量子スタートアップへの直接助成
金、先駆的な研究開発の支援、そして国際的なコラボレーションの促進が含まれる。
目標は、オランダを世界の量子技術主要ハブの一つとして確立し、最先端技術の商業

化を加速させることで、長期的な経済成長と技術的優位性を確保することにある。

公開日 2026年07月02日  オランダ経済省  オランダ



詳細

主要成果

オランダ政府は、国内の量子技術エコシステムを戦略的に強化するための一連の新たな
投資計画を発表しました。この計画は、量子コンピューティング、量子通信、量子セン
サーといった分野のスタートアップ企業への資金援助、研究開発活動の支援、そして国
際的な協力関係の推進を柱としています。最終的な目標は、オランダを世界の量子技術
の主要なハブの一つとして確立し、技術の商業化を加速させることです。

技術・ビジネス詳細

今回の投資計画は、オランダの既存の強みである量子科学研究を基盤とし、それを産業
応用へと繋げることを意図しています。具体的には、以下の分野が重点的に支援されま
す。

量子スタートアップへの助成金: 量子技術を基盤とした革新的なビジネスモデルを持
つスタートアップ企業に対し、初期段階での資金調達を支援することで、技術開発と
市場投入を加速させます。

研究開発支援: 大学や研究機関における基礎研究および応用研究に対し、新たな資金
を投入し、ブレークスルーを生み出す土壌を強化します。特に、量子ビットの安定性
向上、エラー訂正技術、スケーラブルな量子プロセッサの開発が焦点となります。

国際コラボレーションの促進: 世界各国の主要な量子研究機関や企業との連携を奨励
し、知識の共有、共同研究プロジェクト、人材交流を促進します。これにより、グロ
ーバルな量子技術競争におけるオランダの存在感を高めます。

政府は、これらの投資を通じて、量子技術関連の雇用創出と経済成長への貢献も期待し
ています。

背景・業界文脈

量子技術は、その潜在的な経済的・戦略的影響の大きさから、世界各国が国家戦略とし
て開発競争を繰り広げています。オランダは、デルフト工科大学（QuTech）などを中
心に、長年にわたり量子科学の分野で世界をリードしてきました。しかし、研究成果を
産業化し、国際的な競争力を維持するためには、政府による継続的な支援とエコシステ
ム全体の強化が不可欠です。今回の投資計画は、欧州連合（EU）全体の量子フラッグシ
ッププログラムとも連携し、欧州を量子技術の最前線に押し上げる一環としても位置付
けられています。



今後の展望

オランダ政府は、この投資計画を通じて、国内の量子技術サプライチェーンを強化し、
海外からの投資を呼び込むことを目指します。短期的な目標は、量子技術のデモンスト
レーションプロジェクトを増やし、初期の商用アプリケーションを市場に投入すること
です。長期的には、オランダが量子技術の革新と商業化の中心地となり、科学的発見か
ら産業的価値創造までの一貫したエコシステムを築くことを展望しています。この積極
的な政府の介入は、量子技術が経済の新たな柱となる可能性を強く示唆しています。

元記事: https://www.government.nl/ministries/economic-affairs-and-climate-

policy/news/2026/07/02/netherlands-announces-new-government-investment-plan-to-strengthen-

quantum-tech-ecosystem

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#20 米NIST、耐量子暗号（PQC）標準化・実装を加速す
る業界コンソーシアムを設立、官民学の連携でサイバーセ
キュリティを強化

概要

米国国立標準技術研究所（NIST）は、耐量子暗号（PQC）の標準化と実装を加速させ

るため、政府機関、学術界、民間企業からなる業界コンソーシアムの設立を発表し
た。この新組織は、PQC技術のテスト、評価、そして広範な導入を支援することを目
的としており、来るべき量子コンピューターによる脅威に対する国家のサイバーセキ

ュリティ対策を強化する上で極めて重要な進展となる。

公開日 2026年07月09日  NIST (米国国立標準技術研究所)  アメリカ



詳細

主要成果

米国国立標準技術研究所（NIST）は、耐量子暗号（PQC）技術の標準化と実際のシステ
ムへの実装を加速させることを目的とした、新たな業界コンソーシアムの設立を発表し
ました。このコンソーシアムは、政府機関、学術界、そして民間企業からのセキュリテ
ィ専門家と技術開発者を結集し、国家のサイバーセキュリティ体制を来るべき量子コン
ピューターによる脅威から保護するための重要な取り組みを進めます。

技術・ビジネス詳細

この新設されたコンソーシアムは、NISTが既に選定し、標準化を進めているPQCアルゴ
リズムの実際の導入における課題解決に重点を置きます。主な活動内容は以下の通りで
す。

PQC技術のテストと評価: 開発されたPQC実装の安全性、性能、互換性を厳密にテス
トし、評価フレームワークを確立します。

実装ガイドラインの策定: 企業や政府機関が既存のシステムをPQCに安全かつ効率的
に移行するための詳細なガイドラインやベストプラクティスを作成します。

業界間の連携強化: PQC関連技術の開発者、提供者、利用者が一堂に会し、情報共
有、課題解決、共同研究を促進するプラットフォームを提供します。

教育と啓発: PQCの重要性とその導入方法について、幅広い層の技術者や意思決定者
への教育と啓発活動を行います。

このコンソーシアムは、PQCが単なる研究テーマではなく、国家および経済の安全保障
に直結する実用技術であることを強調するものです。



背景・業界文脈

現在のデジタル通信やデータ保護の基盤となっている公開鍵暗号システムは、将来的に
登場する高性能量子コンピューターによって容易に解読される可能性があります。この
「量子脅威」は、国家安全保障、経済活動、個人のプライバシーに深刻な影響を及ぼす
ため、各国政府は耐量子暗号（PQC）への移行を急務としています。NISTは、長年にわ
たりPQCアルゴリズムの標準化プロセスを主導し、複数の有望な候補アルゴリズムを選
定してきました。今回のコンソーシアム設立は、その標準化プロセスを完了させ、選定
されたPQCアルゴリズムを実際のシステムに迅速に、かつ確実に導入するための次なる
ステップです。

今後の展望

NISTが主導するこの業界コンソーシアムは、PQC技術の広範な導入を加速し、米国のデ
ジタルインフラを将来の量子脅威から保護するための重要な役割を果たすでしょう。こ
の取り組みは、国際的なPQC実装のベストプラクティスを確立する上でも影響力を持つ
と期待されます。民間企業にとっては、PQC移行市場における新たなビジネス機会を創
出し、技術革新を促進する契機となります。将来的には、PQCがサイバーセキュリティ
の新たな標準となり、安全なデジタル社会の構築に不可欠な基盤技術となることが展望
されます。これにより、米国は量子時代のサイバーセキュリティ分野におけるリーダー
シップをさらに盤石なものにするでしょう。

元記事: https://www.nist.gov/news-events/news/2026/07/09/us-establishes-industry-consortium-for-

post-quantum-cryptography-standardization

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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